
第 82 回母子福祉研修会開催要綱 

 

テーマ：地域が担う女性支援 

～女性の「生きづらさ」に寄り添う～ 

 

 

１ 開催趣旨 

今日、女性をめぐる課題は、生活困窮、家庭関係の破綻、性暴力・性犯罪被害など、多様化・複

雑化しています。こうした状況を受け、令和 6年 4 月には「困難な問題を抱える女性への支援に

関する法律 （女性支援新法）」が施行されました。新法では、女性の福祉の増進と人権の尊重を

基本理念とし、困難な状況にある女性への早期発見・相談・自立支援、地域における包括的な支

援、関係機関の連携・協働が求められています。 

本研修では、女性が陥る困難とその背景を理解し、支援に携わる私たちが果たすべき役割につ

いて学びます。講師には、女性福祉の分野で長年ご活躍されている湯澤直美氏をお迎えし、制度の

意義や支援のあり方についてご講演いただきます。また、困難な状況にある女性を支える社会資

源の一つである「母子生活支援施設」についてもご紹介し、誰もが安心して暮らせる地域づくりに

向けて、参加者の皆様とともに考える機会といたします。 

２ 主 催   神奈川県社会福祉協議会 母子生活支援施設協議会 

３ 講 師  湯澤 直美 氏（立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

４ 開催日時・会場 

日時：令和８年２月２日（月）午後 2 時～4 時（＊受付は午後 1 時～） 

  会場：横浜市健康福祉総合センター  ４階ホール  

     横浜市中区桜木町 1-1  （アクセスは申込書をご確認ください） 

（公共交通機関／JR・市営地下鉄 桜木町駅 徒歩２分） 

５ 研修対象者 

  民生委員・児童委員、保護司、母子生活支援施設、福祉事務所、保健福祉事務所、児童相談所、

女性相談所、その他関係機関・団体の職員等 

 

  定 員：先着 260 名 

※ 定員に達した場合はお断りする場合がありますのでご了承ください。その際は 

1 月 21 日（水）までにご連絡させていただくとともにホームページで周知します。 

６ 申込方法等 

 （１）申込方法：申込用紙（本会ホームページにも掲載あり）にて、事務局あてファックス又は 

    郵便・メールで送付してください。 

 （２）申込期日：令和８年 1 月 21日（水）必着 

  

  

担当：（福）神奈川県社会福祉協議会 福祉サービス推進部 関 

                             電話 ０４５－５３４-５６６２ 

FAX  ０４５－３１２-６３０２ 

E-mail  sisetu@knsyk.jp 

                        本会ホームページ URL https://www.knsyk.jp/  

https://www.knsyk.jp/

